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酪農経営における収益性
　　一経営諸タイプの比較検討一

工　藤　英　一
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4．　はじめに

　本論文は、酪農経営に澄いて牧草反収差、乳量差、土地面積規模差が収益にどの

ような影響を及ぼすかを考察したものである◎

　周知のごとく農業経営はたえず収益を高めることを霞的として営護れているが、

その方法は実に様々である。例えば土地規模の拡大をはかることによって収益を高

めるこの方法があるが、単位当り収量を高めることによって、さらに同一規摸，同

一収量のもとであっても費用の低減をはかることによって収益を高めることも：考え

られよう。これらのどの方法をとるかは．その経営が澄かれている自然的条件や．

その時々の社会経済的な条件、さらには経営者自身の条件によって決定されるもの

と考えられる。

　例えば、土地拡大をはかろうとしても寮わりに土地がなかったり、よしんばあっ

たとしても高地価・遠距離である場含は断念せざるをえないのであるし．自然的条

件の劣悪なところでは噛費用が最もかからない方法がとられるであろう。又．経営

者が老令化し、かつ後継者のいない経営では出来るだけ労働省力的方法がとられる

であろう。

　ところが、以上のべた収益をたかめる方法をめぐって最近規模拡大が有利である

のか、集約化が有利かという議論がさかんである。これらの議論は、現段階に於け

る農業経営者の悩みを反映したものであり、又我々経営研究者にとってたえず中心

的な研究課題となっている問題であるが、これらの議論を行う場含経営対応が様々
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であるものをどの程度まで念頭に入れて経営の比較を行っているのであろうか。面

積規模差、反収差、乳量差という3組織主要鼠壁をとってみても実に様々なタイプ

が：考えられよう。

　例えば、心積が少く反収が低く、かつ乳塁も低い経営、あるいは灘積が少いが反収

が高く乳量の低い経営というふうに考えてみると、どのような経営が最も収益が

高いかということを比較することは容易ではない。むしろ実態調査によ？て比較す

るのはほとんど不可能でさえある。

　そこで本論文では、実態調査による経営聞比較を断念して試算をすることによっ

て収益性の検討を行う。

　比較する場合の経営タイプは、次の項騒の組含せのものとするQ第三は反収差で

あり、3宣、4t、5亀、6重の嬢項欝、繁2は隻頭当り乳量差で3，000kg、

鑑，00◎｝｛9．5，◎00k2、6，000短の填項騒，第3は土地瀟積差で10舷、20

転3◎舩4侃・の噸・以上の項§の組合わせで合計胴タイプの経営の圭収益

比較を行う。な齢，経営形態は、草地型酪農経営とする。

　考察の手順としては．第1に収益算出にいたる基準値を提示し、次いで計算結果

の分析を行い、最後に今後の課題についてのべたい。

2．試算基準数値について

以下、試算にあたって基準となる数値について述べるが．まず、計算順序を列挙

して齢くと．以下の通わである。

　1）　繭積規模による牧葦：供給量の算出

　2）牧葦供給量に見合う乳牛頭数の算出

　3）粗収入の算出

　の　農業経営費の算出

　5）　所得表の作成

丑）牧葦供給：量算出の基礎数値

①純量供給量は全てτDN換算で算出した。

⑨牧：草の利用率は、大原久：友・高野歳霜共著『放牧・乾草・サイレージ』（明
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　文書房）を参考にした。：、

③牧葦の養分率は北海道庁酪農草地課の数値を参考にした。

利　　用　　方　　法 利　　罵　　率 養　　分　　率

サ　　イ　レ　一　　ジ ？5％ 17．3％

乾　　　　　　　草 王　8 4　7，2

放　　　　　　　牧 8◎ 1　1．4

④自給飼料は全て牧草によって供給されるものとした』

2）乳牛頭数算嵐の基礎数値

①　乳牛頭数の算出にあたっては㌔牧草供給率（粗飼料自給率）を80％として

　算出した。

②　乳牛の必要養分量基準値は日本飼養標準によった。（吉田則人著『酪農飼料

　　3参照）

③成隼の体重は600k夢とした。

④成牛率は平均的数値として65％とした。

3）粗収入算出の基礎数値

　①乳代の算出にあたって三次の方式によった。

　　　乳代篇成牛頭数×経産牛率×乳量×乳価

　②経産牛率は88．2％（50年現在）とした（道庁酪農草地課調べ）・

　③乳価はk蛸り84円とした（隅上調べ）。

　④更款牛は成牛の18％とし、うち2％はなんらかの事故により販売しないも

　　のとする。（北海道農務部『北海道営農方式例』昭和．議6年）。

　⑤産子率は85％として計算した（久保嘉治著『三門の経営計画』）。

　⑥個体の販売は更新牛と雄仔牛のみとし、更新牛1頭当り15◎，00◎臥雄

　　仔牛10，0◎0円とした（北海道畜産会調ぺ）◎

4）酪農経営費算出の基礎数値

①配合飼料給琢：量は以下の通りである。
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乳　　　　　：量 3，0◎Ol鰯 魂，◎◎Ok9 5，0◎Ok9 6，000kg

給　　与　　量 LO　？　3 1，三4　0 1，2基　8 1，違　2　3

（昭和5G年度乳牛資質向上対策事業謹乳検成績概要讃P・魂33）

②子牛の配合飼料は、3ケ月震ではカーフミルク（6k『）を給与し、3ケ月か

　ら6ケ月まではカーフスタータ（3gk夢）を給ξすることにする◎（改良普及所

　及び劉営農方式例』）

③成牛用配合飼料は1k9当り70駄力～フミルク三50円憲カーフスタータ

　60円とした。

④種付料は昭和δ◎年度『牛乳生産費調査結果報告書』（北海道農業協周組合

　中央会）の3．2％牛乳重当り費常を使委した◎

⑤保健衛生費も同上資料を使卑した。

⑥生産資材費、賃料々金、rその他経営費」環・の機械費用は，5G年度鶴居村

　・標茶町実態調査をもとに耕地藤野規摸別数値を算出した結果を使用した。

⑦「その他経営費」中の農協手数料は。販売手数量2．4％（ホクレンα5％．

　農協1。9％）、牛乳検査料三5銭／瓦愛．集乳費箋．5円／k夢、下野会費5銭／k愛、

　とした（農協調べ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2⑧　肥料投入羅は天闘続氏によると牧草収縫瓢！．5580＋0．3008X一αGO80X

　（Xは窒素投入量）という式であらわされているが．牧草収量が4，358乾以

　上は棺関をもたない。又、3豊／反．婆£／反として化学胆料投入量を試算し

　てみるとAコープ055では反当り化学肥料投入量（追肥含まず）が3．

　鞭になり一般の投入詠みりかなり多くなってし談う。また実態調査においても

　反収と化学腿料投入量に相関は得られなかった。したがってここでは根釧地域

　で叢も申心的な投入量を基準値としで反当り6◎簿の水準で統一した。

敬　試算結果について

　腿上の試算に必要とされる諸数値：を竜とに計算作成したものが第1表～第婁表に

である。

　錆呈表はタイプ別牛乳生産量を示したものである。ここでは．ある乳量を確保す

　るための様々な方法が示されている。例えば牧草生産量玉，2◎◎宅を供給しよう
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〔第1表〕 経営タイプ別．牛乳生産量

10　£o 2・0 ぬ 30 磁 40 ぬ

反収士 生草t 乳量Kg／頭 成牛頭数 乳量t 生葦t 乳量K¢ソ頭 威牛頭数 乳量覧 生‘：草t 乳罫望／頭 成牛頭数 乳量宅 生：葦宝 乳郵¢ソ頭 成牛頭数 乳：量t

300 3，000 1　1 27 6　00 3，000 22 5　？ 900
　　　7
R，00G． 3　3 87 1，200 3，000 45 11　7

3

〃 4，000 1Q 32 〃 4，000 2◎ 68 〃 4，000 3　1 108 ’〃 4，00　0 41 144

〃 5，000 9 35 〃 5，◎o　o 1　9 80 〃 5，◎oo 29 1　25 〃 5，000 3　9 1　70

〃 6，000 9 42 〃 6，00　0 18 90 〃 6，0◎0 2　7 　　138p
〃 6，0　00 3　6 186

400 3，00（） 1壊 36 8　◎O 3，000 29 75 1，2　00 3，000 45 11　7 1，6　◎o 3，000 60 156

喚

〃 4，0◎0 1《 荏8 〃 も0◎0 28 96 〃 4，0◎0 42 148 〃 娃，GOO 55 1　92

〃 5，◎◎0 13 55 〃 5，◎00 26 1エ。 〃 5，◎◎　o 38 16　5 〃 §，0◎0 5　1 22◎

〃 6，GQ◎ ’12 6Q 〃 6，Q◎G 2遮 1　26 〃 6，00◎ 36 186 〃 6，GG◎ 48 252

5◎◎ 3，000 18 45 1，00　0 3，00◎ 3　？ 96
1　1，500

3，◎◎0 5　6 1荏　7 2，000 3，◎00 74 195

5

〃 4，0◎0 17 56 〃 4，000 3　5 1　20 〃 4，00◎ 5　2 180 〃 4，000 6　9 24．◎

〃 5，000 1　6 70 〃 5，00　0 3　2 1　填◎ 〃 5，000 喚8 2　10 〃 5，000 ’64 280

〃 6，000 15 78 〃　’ 6，00　0 3　（） 156 〃 6，000 4　5 23壌 〃 6，00◎ 60 3　12

6　00 3，000 22 57 1，2◎0 3，0（＞0 婆填 11繧 1，800 3，000 67 177 2，4　00 3，◎00 90 23　7

〃 4，GOO 2（｝ 68 〃 4，000 恩　o 1遼　◎ 〃 徴000 62 216 〃 畦，000 82 288
6

〃 5，GOO 1　9 80 〃 5，000 3　8 16　5 〃 5，000 57 25　0 〃 5，000 77 335

〃 6，00G 18 90 〃 6，◎oo 36 186 〃 6，◎00 5　遮 28◎ 〃 6，000 7　王 372
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〔第2表〕 粗 収 入 表

（千円）

反　　　　　収 乳　　　：量 10亙α 2　0融 30尾ロ 40ぬ 反　　　　　収 乳　　　：量 10毘a 2G勧 3　0毘α 40磁

乳　　　代 2，268 基，788 7，3G8 9，828 3，78G 8，064 12，348 16，3　80
Kg 更新牛販売 15　0 農　5　◎ 1，05◎ 300 75G 三，200 1，650

3，000 3，00◎
雄仔牛　〃 4◎ 90 1繧　0 190 70「 150 2篠0 310
計 2，4　5　8 5，328 8，198 11，06　8 4ほ　50 8，964 13，788 18，340

f
乳　　　代 2，6　88 5，7　12 9，072 12，0　96 4，704 10，080 15，12　0 20，160

更新牛販売 1　50 4　80 600 900 3　00 75　0 エ，20◎ 　，P，650
4，00　0 4，000

雄仔牛　〃 40 8　0 13　0 170 7　0 14　0 22　0 2　90

3　　　亀
計 2，87　8 6，27　2 9，802 13，166 5．0　74 10，970 16，5壊0． 22，100

乳　　　代 2，9　40 6，72　0． 10，5◎0 14，2　80
幽5　　　　　τ

5，880 11，760 17，64　0 23，5　20

更新牛販売 1　50 45　0 6　00 900 3GO
噌75　0

1，050． 1，500　．

5，00　0 5，00　0
雄仔牛　〃 3．0 8　◎ 120 16　0 60 13　0 2GO 270
計 3ほ　20 7，2　50 11，22　0 15，3違0 6，24　0 12．64　0 18，890 25，290

乳　　　代 3，5　28 7，5　6　0 11，5　92 115，6　24 6，552 13ほ04 19，656 26，208
更新牛販売 1　5◎ 3　0（） 60G 75◎ 3　◎0 600 1，050 1，350

6，000 6，000
雄仔牛　〃 7　G 110 150 6　◎ 12◎ 19　0 260

善よ
?１ 3，70　8 7，9．R0 12，3◎2 16524 6，9　12 三3，82喚 20β96 27，818

乳　　　代 3，02　4 6，3　00 9，82　8 1．3ほ　0楼 嗅，788 9，5？6 14，868 主9，908

更新牛販売 30　0 6　00 ユ，05　G エβ　50 崔5　0 ’1，050 工，δ　00 2，10◎
3，GOO 3，0◎0

雄仔牛　〃 5　0 120 1　90 26　0 90 180 280 380
計 3，3　74 7，0　2◎ 1王，068 「14，？　14 5，328 10，80　6 16，6硅8 2　2，388

乳　　　代 4，032 8，064 玉2，432 16，1　28 5，712 11，76　0 18ほ　44 24，19　2

更新牛販売 300 6　00 900 1，200 塁5　0 900 1，35　0 1，950
4，』 O00 4，00◎

雄仔牛　〃 5　0 1　10 17◎ 230 80 1　70 26　0 35G

4　　　　　t
計 4，3　82 8，7　74 13，5　02 17，5　58 6，24　2 12，83　0 19，？54 26，492

乳　　　代 4，620 9，2　40 13，860 18，48◎
6　　　　　t

6，720 13，86G 21，G◎0 28，140
更新牛販売 300 600 900 1，200 450 900 1，350 L800

5，000 5，000 ノ

雄仔牛　〃 5◎ 11　0 16　0 220 8　0 16　0 2．4’ O 330
＝二「

p丁 4，9？　O 9，950 1広9　20 19，9　00 7，2　50 エ壌，920 22，5．90 30，270

乳　　　代 5，G40 10，584 15，624 21，16　8 7，56G 15，624 23，688 3　1，2盈　8

翼新弗販売 15　0 《　50 750 1，G60 3　0◎ 75　0 三，20◎ 1，6§0
載曇参州 乾田彗　蓼

誰仔牛　〃 5　e 亙倉G 1§　G． 2　◎◎ 7倉 亙き　書 23σ 30C
．　計 5，240 1　1，13　4 16，542 22，4　18 7，93　0 16，524 ．25，116 33，198
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とする場合、反収3tであれば40梅必要であるが、反収4宅であれば30魔、さ

らに反収6tであれば20細必要であることが示されている◎そしていずれの揚合

も、1頭当り乳量の差によって全体乳量がどの程度生産されるかを示してある。牧草

供給量が同じであれば牛乳生産：量は同一となる◎又、現在反当り3tの水準で10

紘あった農家が2倍の生産を確保したいと考える時、草地面積を2倍にする方法も

あれば同一規模のままで反収を6tにする方法もある。反収が4書であれば1S融

必要となる。

　このように、この袋では様々な牧葦生産方法によって牛乳生産量がどの程度得ら

れるのかを示している。ここでは次のことが指摘できよう。つまり、反収水準が同

一一 ﾅあり、笠頭当り乳蚤が増加すれば乳牛飼養頭数は減少傾向を示すが、三頭当り

二野増加によって全体乳：量も増加する。これは乳董の低い乳牛をもつより高乳量の

乳牛飼養の：方が牛乳量増カロをもたらすことを示しているQ

　次に第2表は第三表の基本的方向を金額にな慶したものである◎販売物は牛乳の

他に更新牛と雄仔牛の販売をみた。2才牛、1才牛は版干しないものとして甜算し

た。中心的収入源は牛乳販売であるため、第1表と同様の傾向をもっている。

　今、根釧地域に澄ける中心的（モード）な販売金額：は70Q万円程度であるが、この

金額をめどにみると．1◎融の規模では反収が51で玉頭当り乳量が6，0GOk褒と

いう点と、反収6重で乳：量が5，000k2という点に限られる。つま釦、非常に高収

量、高乳量が要求されるわけであるQこれが20融になるとどうか。反収が3宅で

あれば1頭当り乳量が5，000k3必要とされるが、反収qになれば3，000k3で

達成される。3◎融，4◎融では反収3t，乳量3，00◎k2で達成されている。

　さて、このような粗収入のもとでの経営費をみたのが第3表であり、所得をみた

のが第4衷である。経営費算繊の基準数値は2で示してあるのでここではふれないQ

　第4表も、これ蚕でみて琶た方法と岡様にある一定の所得を得ようとする場合の

様々な方法が示されている。例えば、3◎0万円の所得を得ようとする場合、10

舷では反収5t一乳量5，000k窪か、反収6亀一4，0001く2水引が要求されるが、

20痴の時は反収3卜一乳量6，000Rgか、反収塁t－4，0◎Ok飢反収5重一

3，000k2となる。これが30紘では反収3t一乳量：4，000k2の組含せで可能と

なるし、40舷では反収3亀一乳量3，000k撃の組合せですでに300万円を達成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一57一



しているのである。つ按り、小土地面積では牧草反収や乳量水準をかなり上昇させ

ないとならないのに対して、土地面積が大気くなるにつれて、反収や乳量水準改善

の必要性はうすくなってくるのである。

　ところで、第1表でみたように、同一牧草供給量であっても、経営の仕方によっ

てどのように所得差があるのか奪みると、牧草供給量がL2◎Otのところは、反

収3t一喚0砿反収4窒一3服・。反収6意一20£・の三、点ある。第4表に：よっ

て比較してみよう。1頭当り乳量が3、◎O駄夢の場合でみると、反収3豊一40紘

では3，316チ円であるのに対して，反収議豊一30融では3，657千円となって

齢鉱さらに反収6t－20編では喚，361千円となウ、面積は少くなっても反収

上昇するにつれて所得が増加する傾向がみられる。この傾向は乳量別にみても同様

な傾向を示している。

　つ蚕り、牧箪供給鐙が岡一量であ診．かつ総乳鐙生産量が同一量であっても、反

収が低水準で土地面積が大きいより土地面積は少くても高反収の方が所得が高いこ

とがわかる。

　ではヤ反収差を移動させないで同一反収水準のもとで草地面積を増加させていく

とどのようになるであろうか。明らかに規模の有利性が働いている。例えば反収3

豊～乳最3，000k2で10海の所得を隻GOとすると20磁では225．2、30詑¢

では凄66ユ悔30紘では？53，6となっている。ところが悔これを反収を上昇さ

せる方向でみていくと，所得の伸び方が悪くなっていることに気づく。例えば反収

6亀一6，000短では呈0擁を100とすると秘20海亙72．61、3◎磁262、2

曝◎梅359．3となり、かえって規模拡大にともなって所得の伸びを停滞させてい

るのである。

　ではさきほどのギ低収量で規模が大きいよ参、高収量で規模が小さい組合せの方

が駈得が高い」という命題と、この問題はどのように関連づけたら良いのであろう

か。反収3皇一40梅と反収6重一20編とで比較してみると，それは経営費の差

である。つまり反収6tと反収3重では約㌻3◎万円ほど反収6亀の方が安いた

め穐所得が大きくなっているのである。

　とのように考えてみると農業所得を得ようとする場合、草地規模拡大すると低収

量・低乳量ほど規模の有利性が・働き．反収や乳量を増加させると、同様に有利性が働

　　　　　　　　　　　　　　　　一58一・



〔第3表〕 農 業 経 営 費 （跨）
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〔第4表〕 農 業 所 得

（千円）

反　　　収 乳　　　量 玉　o融 20£α 3　0毘α 羅　0紘

3，G　◎0 護　4　0 1，◎　61 2，◎5　1 3，3　三　6

4，00　0 8　6　玉 1，9　9　1 3，5　4　5 5，3　盈◎

3　　t

5，QO　O 三，09　6 2、83　7 4，8　5　5 ？，姦　三　6

6，0　0　◎ 1，6　3　9 3，3　2　7 鉱7　0　6 ＆3　2　7

3，00　0 1，0　7　8 露，玉　5　1 3，6　5　？ 5，5　2　7

嵐0　0　0 駕9　5　7 3，7　3　1 5，9　三4 8，1　7　9

4　　t
5，◎　0　0 2，喚　9　蓋 広7　9　7 7，姦　5　5 1　0，3　0農

　　　　内U，00　0 2，6　7　7 5，？　0　8 8、6　8　5 監．2、28　1

3，0◎　G L4　6　念 3，3　26 5，3　2　塩 ？，8　GO

4，00　0 2，36　3 5，17　蓉 7，8　8　7 1L2　88
5　　重

5，00．（） 3，3　6　塩 6，8　33 9，9　8　8 1・豊、！1◎

6，00　0 3、9　2　喚 7〆6　9　3 1　1，67　壊 玉6、a　1　§

3，◎0　0 2，2　6　5 嬢，3　6　1 7議　2　1 10，3　2◎

4，00　G 3。笠5　8 6，3　a◎ 10，0　29 黒　砥£　7　6

6　　重

’5，00　0 4，0　3　3 8，3　25 監2，59　壕 茎　7，5　3　0

6，0　0　0 概5　2　6 9，騒　3　？ 1　鳳4　9　窯 1　9，8　5　＄

いて診診、これらのことが様々に山回わされる中で農業所得が形成されるものと考

えられるのである◎

　以上簡単に計算結果を分析したが、いわゆる規模拡大と集約化ではどちらが有利

かという問題はそれぞれの経営の診かれている条件やそれぞれの経営者が獲得して

いる技術水準によって決まるものと考えられるQ　　　・

　従って様々な経営条件及び技術水準をどれだけ念頭に入れて研究されるかが。今

後の経営のあり方を吟味する上で最も必要な事柄であろうと：考える。
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惹．今後の課題

　これ蓑で簡単に酪農経営の諸タイプを比較検討したが、残されている問題も多い

ので以下若干列挙して今後の研究課題としたい。

1，本研究では草地型酪農のみを対象に取扱ったため、ビートあるいはゲントコー

ンさらに他の作物が入っている場合はどのようになるか。

2．成牛率は6S％に固定して考察したが、もっと搾乳牛専門経営（例えば成牛率

80％）にした場合や、反対に育成専門経営にした場含はどのようになるか。

3．自給飼料の自給＊を80％として乳牛飼養頭数を算患したが、露給率をもっと

下げて．いわゆる粗飼料を購入する場合はどうか。

4　乳牛飼養頭数に端数が患て若千誤差がある。

5，化学肥料投入蝿：は60k3／反に固定したが，反収と肥料投入量にはどのような

関係があるか。

．6・負債餌仔返済蜘鰹営を左右する葬常に重大鯛題であり、ある意味では経

営の方向を決定づけるが．経営タイプ溺に返済額を鍵示できなかった。
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